
を受けられる⽅へ
　　◆　私たちは、⼊院⽣活や治療が順調に進むように下記の計画に基づき援助します。
　　　　　　　
　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　主治医　　　　　　　　　　　　　　　　 受持ち看護師

⼊院前⽇までに 治療前⽇（⼊院⽇）　（　　/　　） 治療当⽇（治療前）　（　　/　　） 治療当⽇（治療中） 治療当⽇（治療後） 治療翌⽇　（　　/　　） 退院⽇（　　/　　） 退院後

治療について理解できる
治療についての疑問点を医療者に質問できる

治療について理解できる
治療についての疑問点を医療者に質問できる
治療による医師からの指⽰を守ることが出来る

処置部位に内出⾎がない
治療による医師からの指⽰を守ることができる
転倒予防⾏動ができる

処置部位に内出⾎がない
合併症が起こらず経過する

退院後の⽣活に向けた理解・準備
ができる
退院後の⽇常⽣活の注意点につい
てわからないことを聞くことができる

退院後の⽣活に向けた理解・準備ができ
る
退院後の⽇常⽣活の注意点について守
ることができる

胸部レントゲン、⼼電図、四肢⾎圧測定、採⾎、
尿検査があります

カテーテルは（　　　　　）から⼊れる予定です
検査は約1-2時間で終了します

腕から穿刺した場合は、⼿⾸（肘）を曲げないでくだ
さい
腕に体重をかけないでください
圧迫を外すまでは、トイレ以外はベッド上でお過ごしく
ださい
圧迫解除後は、病棟内でお過ごしください
⾜の付け根から穿刺した⽅は、ベッド上安静です
⾜を真っすぐにした状態で、動かさないでください
指⽰があるまでは、起き上がらないでください

⾝⻑・体重を測ります
ネームバンドを装着します
⼼電図モニターを装着します

体重を測ります（朝） ⼼電図をとります 体重を測ります（朝）
採⾎と⼼電図検査があります

（点滴を開始します） 検査前に点滴を開始します 点滴を抜きます （点滴を抜きます）

主治医の指⽰通り服薬して
下さい

薬を確認しますので、⼊院時に薬とおくすり⼿帳をご
持参ください
薬の内容によっては、⼀時中断していただくことがあ
ります
再開は医師の指⽰があります
飲み終えた薬を確認するので、内服薬確認ケース
に殻を⼊れてください

　時に医師の指⽰がある薬を飲みます 内服薬の変更がある場合にはご説明します 中⽌薬の再開について説明します 処⽅された薬は、⾃⼰判断で辞めずに、
退院後も確実に飲んでください

検査による制限はありません 治療⾷がでます
納⾖と⽜乳は提供されません

朝⾷は（⽋⾷です・⾷べられます）
昼⾷は（検査後です・⽋⾷です）

検査後1時間で⾷事が許可されます
検査後初回の⾷事は、パンまたはおにぎり⾷をお出し
します

制限はありません ⽔分の制限はありませんが、検査直前はご遠
慮ください

検査後1時間で⽔分が許可されます
⽔分は多めに摂取してください

安静度 制限はありません 制限はありません 制限はありません 院内歩⾏が可能です 退院です。

排泄 制限はありません

腕から穿刺する⽅は、検査前に排尿を済ませ
てください
⾜の付け根から穿刺する⽅は尿の管を⼊れま
す

検査中に尿意を感じたら看護師に伝えてください

腕から穿刺の⽅はトイレ歩⾏が可能です
安静が解除になったら尿の管を抜きます
検査後初回のトイレ歩⾏は、看護師が付き添います
のでナースコールで呼んでください

清潔 制限はありません シャワー浴をします（必要時除⽑をします） シャワー浴をします

38.5℃以上の発熱・腹痛・
嘔気などが⾒られた場合、
病院へご連絡下さい

医師からカテーテル検査の説明があります
ご家族も同席をお願いします
同意書の提出をお願いします
看護師が⼊院⽣活に関することや、検査前後のス
ケジュールについて説明を⾏います
⾜の付け根から穿刺する⽅は、T字帯またはオム
ツ、ストローをご⽤意ください
看護師から、検査後や退院後の注意点について、
ご説明します

（甚平・浴⾐）に着替えます。シャツ・股引・
靴下を脱いでください
眼鏡、時計、⼊⻭、指輪などを外してください
⾞椅⼦またはストレッチャーで検査室に⾏きま
す

「息を吸う、吐く、⽌める」等の指⽰があるので従ってくださ
い
造影剤の影響で体が熱くなることがあります
検査中は動くと危険です。そばに医師や看護師がおります
ので、気分が悪い、痛みが強いなどの症状がありましたら、
すぐにお知らせください
機械が顔のすぐ近くに来ることがありますが⼼配しないでくだ
さい
ご家族はラウンジでお待ちください

出⾎してきたときは、すぐに看護師に伝えてください
動悸、胸痛、吐き気、体のかゆみ、呼吸が苦しいなど
の症状がありましたら、看護師にお知らせください
圧迫バンドによる痛みや指の痺れがある場合には、看
護師にお伝えください
医師が⽌⾎を確認し、4－6時間後に圧迫バンドを
外します
治療後、医師より検査結果と今後の治療計画につい
て説明があります。なるべく、ご家族も同席してください

退院後に下記の症状があれば、
ご連絡ください
・傷⼝から⾎液が出てくる
・傷⼝が強く痛む、⾚く腫れる。
　腫れがだんだん⼤きくなる
・⼿、⾜がしびれる、感覚がおかしい
・冷たい・⽪膚の⾊がおかしい
・胸が苦しい、締め付けられる

看護師から退院後の⽇常⽣活の
注意点について、パンフレットを⽤い
てご説明します。

この説明⽤紙は、治療のおおよその経過をお知らせするものです。状態に応じて予定が変更になることがあります。
ご不明な点がございましたら、お気軽におたずねください。 千葉⼤学医学部附属病院　　　循環器内科　　　　　　　2023年12⽉作成

備考

冠動脈インターベンション治療

⽇付

⽬標・退院基準

検査

処置

注射

内服薬

⾷事

飲⽔制限

活動

教育
説明
その他


